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たり春季と夏季に調査合宿を実施している。2013 年度春季実態調査が、2014 年 2 月 25 日～2








この度の合宿調査研究は、2 月 25 日午後、長野県飯田市に到着後、飯田市市役所を訪問し、
市長はじめ各課の担当者の皆さんから市政に関して懇切な説明を受けた。最初に企画課の上沼
氏より飯田・下伊那の人口減少対策の一つとして、現在 4 年制の大学が市に存在しないために、












































































に BDF 精製実験プラントができ実験が行われていた。2004 年 12 月に「おひさま進歩エネル


















2 月 27 日午前は、飯田市に近接している長野県阿智村に 2013 年 4 月 25 日に開館した、満
蒙開拓平和記念館を訪れ、現在飯田市上郷黒田在住の「満蒙開拓語り部」の中山千鶴さんから、
開拓団とは何であったのか、またご自身が幼少時にご家族と共に開拓団に参加して現地で体験






















































いて APEPC が 2005 年から 2030 年の各国の電力需要見通しを分析している。それによると我
が国が 0.8％の伸びに対して、インドネシアの伸び率は 3.9％、マレーシアは 4.5％、フイリピ




居住用それにその他の電力消費量は 45,603 ギガワットで必要電力量は 53,462 ギガワット。
2010 年には 97,111 ギガワット（GWh）、必要電力量は 112,658 ギガワットと 2 倍強、さらに
2015 年の推計では 164,960 必要となり、必要電力量は 190,047 ギガワット、そして今後 10 年
で 2.6 倍、15 年で 3.9 倍になると推測されている。注 3） 
また JICA の予測では今後 10 年間で、ベトナムの電力消費量は 3.5 倍になるとされている。














































－ 62 － 
活発になり、両者を加えた発電設備容量は今日 3 億 8,000 万 kM にもなり、その発電量は原発
の発電量 3 億 7,000 万 kM を超え、２年後には風力発電だけで、原発を上回ることは間違いな
いとまで言われる状態に達している。注 4） 




























－ 63 － 






















太陽光 140.1 36.2 528.8 55.59 13.2 0.50 
風力 8.5 3.4 255.7 44.80 10.6 0.40 
地熱 0.0 0.0 54.0 26.89 6.4 0.24 
小水力 0.7 0.2 324.8 173.55 41.2 1.56 
バイオマス 2.9 0.9 328.1 120.70 28.6 1.08 











同社についてはすでに述べたが、2004 年 12 月有限会社として資本金 300 万円で設立された。
設立時は常勤役員が 1 人と委託先スタッフ 2－3 名でスタートしたが、2013 年 11 月末には資






応じてくれたもので、そのファンドの種類は 10 万円を 10 年で返却するタイプと、20 万円を





－ 64 － 
はこれらのファンドを活用して、現在保育園や公民館など公的施設 27 か所に、太陽光発電パ




























































































































注 3） 北陸銀行シンガポール駐在員事務所資料。APIR アジア太平洋研究所「東南アジアの電力事情」。
APEPC（2009）資料などを参考にした。 
注 4） 認定 NPO 法人環境エネルギー政策研究所の所長飯田氏は指摘している。 
注 5）http://ja.wikipedia.org/ 
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いて」おひさま進歩エネルギー 2014 年 2 月 25 日。 
